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1.本特集の趣旨

2.校訂の時代

3.｢自由国｣から ｢人類学の島｣-

4.近年の展開

1.本特集の趣旨

アイスランドは,地理的に見れば北大西洋と北

海の狭間に浮かぶ,絶海の孤島である.2007年現

在 30万人に満たない人口と 10万平方キロを少

し超える程度の面積を持つこの島は,北大西洋中

央海嶺の上に形成された地質学上極めて稀有な

島であり,それゆえに,陸地のかなりの部分をヴ

アトナヨークルに代表される氷河層で覆われる

寒冷地でありながら一一ただしメキシコ湾流の

影響で,スカンディナヴィア本土よりは冬でもは

るかに暖かい- ,しばしば火山の噴火も経験し

てきた.日本とは1956年以来国交があるが,2001

年になってようやく両国に大使館が設けられた.

9世紀の植民に始まる中世アイスランドの歴史

は,現地アイスランド共和国にとっても,アイス

ランドをその文化圏域の一部とするスカンディ

ナヴィア諸国にとっても,またEUによって一体

化,そしてそれに付随する地域意識の顕在化が進

みつつあるヨーロッパ諸国にとっても,特別な意

味を持つ.というのも,このささやかな人口しか

擁さない孤島は,俗語である古ノル ド語によりニ

ッダ,スカル ド詩,サガ史料群,グラーガ-スと

いう,中世ヨーロッパ世界全体の中でも屈指の文

化遺産を創出し,伝承してきたからである.1944

年にデンマークからの独立を勝ち得たアイスラ

ンドは政治的にも文化的にも輝かしい黄金時代

を,スカンディナヴィア諸国はキリスト教世界に

参入して急速に変質しつつあったヴァイキング

時代の記憶を,ヨーロッパ諸国は自らの文化的来

歴にかかわるゲルマン文化の祖型を,この中世ア

イスランドに見る.それゆえに,中世アイスラン
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ドはヨーロッパ中世研究の潮流の中でもある種

特権的な地位を与えられ,他の地域史研究とは一

線を画したヒストリオグラフイを形作ってきた.

本特集｢中世アイスランド史学の新展開｣では,

2000年以降に公刊された中世アイスランド史に

関わる文献の連作書評という形式をとり,近年に

おけるアイスランド中世史研究の潮流の一端を

紹介する.取り上げる研究の意義をいっそう明確

にするためにも,まずは,19世紀後半から現在に

至るまでの中世アイスランド史研究の流れを,簡

単にスケッチしておこう1.

2.校訂の時代

19世紀後半から20世紀前半の中世アイスラン

ド研究の顕著な特徴として,歴史学と文 (献)学

との境界の暖昧さを挙げることができる.これは

中世アイスランド研究に限ったことではないが,

この当時はまだ必ずしもテクストの校訂が進ん

でいたわけではなく,テクストから情報を抽出す

るためには直接写本にあたる必要があった.した

がって,仮に歴史像に関心をもつ者であったとし

ても,古書体学のような文献学の知識は必須であ

った.しかしながら中世アイスランド研究におけ

る両者の分かちがたい関係は,そのような校訂作

業の立ち遅れという,外的条件によってのみ成立

したわけではない.いわゆる国王証書や年代記と

いう,19世紀 ドイツ中世史学が依拠した史料類型

を基幹史料として有しない中世アイスランドは,

古ノル ド語で書かれた ｢文学｣テクストから社会

の様相を再現しなければならないという条件も

あったことは強調されてよい.本章では,散文で
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あるサガ,韻文である詩エツダとスカル ド詩,そ

して法史料の4つの史料類型をとりあげ,19世紀

後半から20世紀にかけてのアイスランド研究の

一端を垣間見たい.

I

(1)サガ史料群

サガとは,古ノル ド語で記録された散文史料の

総称である.小さな作品も含めて現存するものを

合わせれば数百にのぼるが,文学史における一般

的な理解に従えば,｢アイスランド人のサガ｣,｢王
のサガ｣,｢司教サガ｣,｢古代のサガ｣,｢同時代の
サガ｣の5つに大別することができる2.｢アイス

ランド人のサガ｣とはヴァイキング時代のアイス

ランドで起こった出来事を記録したとされるサ

動 ｢王のサガ｣とは主としてノルウェー王の事

績の記録,｢司教サガ｣とはアイスランドの 2つ

の司教区の司教の事績の記録,｢古代のサガ｣と

は歴史時代以前の英雄達の事績に関する物語,

｢同時代サガ｣とはサガの作成者の同時代の出来

事の記録である.それぞれ代表的なものを挙げる

ならば,『ニヤールのサガ』,『-イムスクリング
ラ』,『ヴオルスンガ ｡サガ』『司教アルこのサガ』,
『ストウルルンガ･サガ』となる.

サガの校訂は比較的早い段階から北欧の各地

で進められていたが,シリーズ化された体系的な

計画は,ドイツの ｢古ノル ド語サガ ｡ビブリオテ

-クAltnordischeSaga-Bibliothek｣叢書が最初であ

る.1892年から1929年にかけてハレのマックス

･ニーマイヤー社から全 18巻で公刊されたこの

シリーズは,収録されたタイトルこそ多いとはい

えないものの,ドイツ文献学の作法にのっとった

厳密な校訂により,その後のサガ刊本一つの模範

となった.この叢書は今でも参照されるが,現在

標準的な刊本として人口に胎爽しているのは,古

アイスランド語 ｡テクスト協会が刊行をすすめる

｢アイスランド古テクストislenzkforruit｣叢書で

ある.本叢書は ｢古ノルド語サガ ｡ビブリオテ-

ク｣を範として,1928年にヨーン｡アスビョーン

ソンが計画をした 3. 彼が協会会長として実務を

担当する一方,アイスランド大学のシグルズル ｡

ノルダルがこの叢書の実質的編者となり,彼自ら

も 『ェギルのサガ』を校訂した 4.この叢書は,

前文に長大なテクスト研究の成果,巻末に詳細な

地図と目次を備えており,現在のサガ研究におい

て決定的な役割を果たしている.

こうしたサガの研究は膨大な数にのぼり,その

複数の流れを整理することすら困難である･しか

しながら,この時期に主たる論争の対象となった

のは ｢アイスランド人のサガ｣の歴史性と作家性

であった 5.現在の歴史研究に不可欠の ｢王のサ

ガ｣や ｢同時代サガ｣の研究は,文献学的に厳密

な写本の系譜史もしく文体論やプロット構造論

といったアプローチが主流であったように見え

る.なお,研究の中心は,古ノルド語写本の大部

分を所有していたコペンハーゲン大学付属 ｢アル

ニ｡マグヌツソン研究所AmiMagnussonlnstitute｣

であり,研究所の研究紀要には今なお参考にすべ

き重要な論考が残されている6.

(2)詩エツダ

詩エツダとは,ゲルマン神話世界を描いた韻文

の集成である.そのおおよそは,1643年にスカー

ルホル ト主教ブリュンヨールフル ｡スヴェインソ

ンがアイスランドで入手し,デンマーク王に献呈

した ｢王室写本codexRegius｣と呼ばれる13世

紀半ばの写本に記されている.この詩エツダが巷

間の耳目を惹いたのは,19世紀にロマン主義運動

が興隆するなか,そこにキリスト教化の過程で失

われたはずのゲルマン神話の世界が描き出され

ているといった理解ゆえである.

最初の学術レベルの詩エツダの校訂版は,1867

年にノルウェー中世研究の立役者ソーフス･ブッ

ゲ (1833_1907)が出版したものである7.このプ

ッゲ版はその質の高さから,1965年になっても再

版されている.しかしながら,現在の標準版とし

てしばしば利用されるのは,初版が 1914年に用

意されたダスタフ ｡ネッケルによる校訂版であ

る.ネッケルの刊本はテクストとコメンタリーの

2巻構成であり,1983年にはゲルマニストである

ハンス ｡クーンによって補訂された第5版が出て

いる 8.なお,19世紀後半にはフ-ゴー ｡ゲリン

クによる版も公刊されているが,彼がその版に従

って 1903年に用意したグロッサリーは,詩エツ

ダの研究にとって不可欠である9.

なおエツダには,もう一つ散文エツダと呼ばれ

るものがあり,これはアイスランドの在地有力者



スノツリ･ストウルルソン(1178-1241)の手にな

る,神話に関する論考と詩作法の集成である 10.

本来はこちらを指して ｢エツダ｣ と呼び習わされ

ていた.散文エツダには13世紀から16世紀にか

けていくつかの写本が作成され,19世紀以来それ

ぞれに基づいた校訂が何度か用意されている.研

究者に長らく利用されてきた版は,フィンヌル ｡

ヨーンソンによるものである 11.

(3)スカルド詩

スカル ド詩とは,9世紀から14世紀半ばにかけ

て,その多くはアイスランドを出自とするスカル

ド詩人によって謡われた韻文である.このスカル

ド詩は,匿名であるエツダ詩とは対照的に各詩を

作成した詩人の名前の多くが伝来しており,ま

た,エツダ詩とはやや異なる独特の韻律ならびに

ケニングと呼ばれる複雑な比喰表現を特徴とす

る 12.

スカル ド詩の校訂は,1912年から15年にかけ

てフィンヌル ･ヨーンソンが手がけた.A本とよ

ばれる写本に基づいたものと,B本とよばれるヨ

ーンソン自身による校訂の2部構成であり,B本

にはデンマーク語訳が付されている 13.今なおこ

の刊本が標準版として通用してはいるが,B本に

はヨーンソン独自の理解にしたがって写本とは

異なる再現をされたものがある点は,注意する必

要がある.･スカル ド詩は,それが作成された時代

から数世紀隔たった後に写本に記録されたもの

が殆どであり,テクストの意味を正確に理解する

だけのコンテクストを欠いているため,本来のテ

クストを再現することが困難だからである.1931

午,ヨーンソンはこの校訂と平行して,スヴェイ

ビョルン｡エギルソンがラテン語で準備した原稿

に基づいたスカル ド詩辞典をデンマーク語で公

刊したことも忘れてはならない 14. その後,ヨー

ンソンの B 本の再現に疑問を抱いたルンド大学

のA｡コックは,新しい校訂を試みた 15. この校

訂版は,膨大な量の注釈が施された研究の成果で

あり,彼の一連のモノグラフはヨーンソンの校訂

版を用いるにせよコックの校訂版にせよ,スカル

ド詩研究においては不可欠の手引きとなる 16.

このスカル ド詩に関する文献学的研究は,主と

して北欧とドイツの専門家によって相当数の研

.
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究が積み重ねられている 17. ただし,体系的研究

というよりは,詩単位や表現単位の研究が主であ

り,この段階においてはスカル ド詩全体がもつ社

会的意味という歴史学と切り結ぶ場にまで関心∫
が向いていたようには思われない.ヨーンソンや

-ルガソンの文学史の該当部が,ながらくスカル

ド詩を理解するための入門であった 18.

(4)法史料

アイスランドに伝来する諸法,とりわけ ｢自由

国｣時代の法文を集成した法書 ｢グラーガ-ス

Gragas｣は,一つは ｢原ゲルマン urgermanisch｣

の息使いを残す貴重な証言ゆえに,もう一つは13

世紀というヨーロッパにおける ｢法編纂の時代｣

を代表する法テクストゆえに,特別の注意が払わ

れてきた 19.

｢グラーガ-ス｣の校訂を進めたのは,コペン

ハーゲン大学で教育を受けたヴィルヒヤルムル ｡

フィンセン (VilhjalmurFinsen,1823-92)である･

｢グラーガ-ス｣にはいくつかの写本があり,そ

れぞれの間にはかなりの違いがある.フィンセン

は1852年から70年にかけて,最も古い ｢王室の

本Konungsb6k｣(13世紀半ば)のテクストを20,

1879年には｢スタザルホール ト本sta8arh61tsb6k｣

(C.1270)の 21,1893年には ｢スカールホル ト本

sk孟lholtsb6k｣(C.1360-1400)のテクストも校訂し

た 22.フィンセンは校訂を進めると同時に,｢グラ
ーガ-ス｣に関するいくつかの論文を専門誌に執

筆した.彼によるテクストは1世紀以上も標準版

としての地位を保ち,1937年にはA ｡ホイスラー

によるドイツ語訳も刊行された 23.

さて,アイスランド中世法といえば ｢グラーガ

-ス｣ばかりが注目されるが,｢ヤールンシーザ

J如ISi6a｣と ｢ヨーンスポークJ6nsb6k｣も忘れる

ことはできない.前者は,1271年,ストウ-ラ｡

ソールザルソンが,ノルウェー法であるグラシン

グ法やフロスタシング法を参考にしながら編纂

し,ノルウェーの支配下に入ったアイスランドに

適用させようとした法群である24.他方,｢ヨーン
スポーク｣は,ノルウェー王であるマグヌス6世

ホーコンソン治世下の 1281年,ヨーン･エイナ

ルソンが ｢グラーガ-ス｣から多くの規定を採用

して編纂した法群である25.この ｢ヨーンスボー
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ク｣は,その後近代にいたるまで長年アイスラン

ド人が依るべき法集成となり,実に300以上の写

本が今に伝えられている.ただ,｢ヤールンシー

ザ｣にせよ ｢ヨーンスポーク｣にせよ,それらが

もつアイスランド法制史上の重要性にもかかわ

らず,これまで掘り下げて研究された痕跡はな

い.その理由の一つは,｢ヤールンシーザ｣も ｢ヨ
ーンルボーク｣も,｢自由国｣解体後の法であっ

たからと考えられる.

最後に,『アイスランド文書集成 (Diplomatarium
lslandicum)』について簡単に触れておこう.1857

年から 1976年にかけて,アイスランド文学協会

の助力により全 16巻で刊行されたこの史料集成

は,アイスランドに関わる中世文書史料を網羅的

に収集したものである.この企画に手をつけたの

は,アイスランド建国の父とも呼ばれるヨーン｡

シグルズソン (J6nSigur8sson,181ト79)であり,

彼が関わった第 1巻は,建国から1264年までの

まさに ｢自由国｣時代を対象としている26.

3. ｢自由国｣から ｢人類学の島｣へ
(1)ドイツ古典学派

史料類型ごとの校訂とその文献学的研究が進

む中で,中世アイスランド社会像の再現に精力を

注ぎ,古典的なアイスランド社会像を掃出したの

は,ベルリン大学法学部教授コンラート フォン

｡マウラー (KonradvonMaurer,1823-1902)であ

った 27.1858年にアイスランドを旅行し,アイス

ランドの内的条件に関心を持ったマウラーは,

1874年に『最初の発見から自由国家の没落にいた

るまでのアイスランド』という,中世アイスラン

ド研究の古典ともいえる作品を刊行した 28.2部

構成となっており,第 1部 ｢自由国家の歴史｣で

は,9世紀の植民期から1262/64年のノルウェー

-の併合に至るまでの通史を,第2部 ｢自由国家

最盛期における内部状態｣では 12｡13世紀アイ

スランドにおける社会構造を扱っている.

しかしながら法制史上彼の名を不朽のものと

せしめたのは,彼がミュン-ン大学で行った講義

である.1858年のマウラー死後に彼の寡婦ヴァレ

リーの協力を得て,ノルウェー人法制史家エツべ

･-ルツペソ(EbbeHertzberg,1842-1907)がまと

めたその講義録は,1907年から10年にかけて6

巻本としてオスロで出版された29.『古北欧法史に
関する講義』と表題されたこの大部の講義録は,

｢古ノルウェー国法と裁判制度｣,｢古北欧教会制

度と婚姻法について｣,｢古北欧法による,親族権,
相続権,担保権｣,｢アイスランド自由国家の国
法｣,｢古アイスランド刑法と裁判制度｣からなる.
現在においてなお,マウラーの業績を凌駕する法

制史的研究はなく,事実上の基本文献である.

マウラーの研究業績は,ドイツの学者世界に対

し,ゲルマン古社会との関係という点からアイス

ランドの歴史資料に深い関心を持たせた.マウラ

ーの衣鉢を継いだ 2人の偉大な研究者を挙げて

おきたい.一人は,カール ｡フォン｡アミラ(Karl

vonAmira,1848-1930)である30.長年フライブル

ク大学に奉職した後ミュン-ン大学-移った彼

は,法生活に遣る古ゲルマン社会の慣習を掘り起

こす法考古学という分野を開拓した31.マウラー

の教え子でもあったアミラは,北欧法の分野にお

いて大きなモノグラフを残した後に32,ゲルマン

法全体のあり方を考察するに至った.北欧法を含

めたゲルマン古法を通覧した 『ゲルマン法』は,

アミラによる法制史研究の集大成であるが,いま

なおドイツ法制史の基本書であり続けている33.

もう一人は,スイス人であるアンドレアス ･ホイ

スラー (AndreasHeusler,1865-1940)である34.

ホイスラーは 1914年から 19年までベルリン大

学教授をつとめ,その後 1920年から36年まで故

郷であるバーゼル大学で教鞭をとった.ホイスラ

ーは,アイスランド語の文法書から韻文や散文の

翻訳まで,特定のディシプリンに拘らず中世アイ

スランドに関わる研究を幅広くてがけているが,

そこには『アイスランド｡サガの中の刑法』や『ス

トウルルンガ時代におけるアイスランドのフェ

-デ制度』という研究書も含まれている35.いず
れにせよこの両者が,マウラー以降のドイツ語圏

における中世アイスランド研究を方向付けたと

言って良い.

このような個別研究に加えて,20世紀初頭のド

イツでは,ホイスラーの翻訳による ｢グラーガ-

ス｣を含むゲルマン諸法を集成した ｢ゲルマン法

Germanenrechte｣と,アイスランド古文献を集成

した全 24巻の ｢チュ-レ:古ノルド語の韻文と

散文 Thule:altnordische Dichtung und Prosa｣



(1912-30)というドイツ語訳シリーズが準備され

た.ここで一点指摘しておきたいのは,マウラー

以降の流れの中で,いわゆる部族法典と北欧諸法

をゲルマン法として一括して論じ,アイスランド

に伝承する 13世紀以降の古文献の中にゲルマン

古代の残浮を読み取ろうとする傾向である.この

ような見方はドイツの学会内においては長らく

続いたが,現在では共通する｢ゲルマン性｣や ｢ゲ

ルマン人｣という概念に対しては懐疑的になりつ

つある36.

(2)アイスランド学派と ｢自由国｣

アイスランドでは,ドイツと異なる方向での研

究が進められた.対照的に捉えるとするならば,

ドイツでは法史料に重きがおかれていたのに対

して,アイスランドでは ｢サガ史料群｣を中心と

する叙述史料がその論議の中心であった.

アイスランドの中でも,比較的早い段階からボ

ギ｡メルステズ (BogiTh.Melste8)やヨーン｡ア

ジルス (J6nJ6nssonA8ils)によるアイスランド

史の概観があるにはあったが37,必ずしも学術的

に満足のいくレベルであったわけではない.20世

紀の前半,アイスランドの研究者に深い影響を与

えたのは,文学史家であるシグルズル ｡ノルダル

(siguraurNordal,1886-1974)の研究である.1914

年にコペンハーゲン大学で,｢聖オーラヴのサガ｣
に関する研究で学位を取得した彼は,ベルリンと

オックスフォードでの調査を経て,1918年にアイ

スランド大学の教授となった.スノッリ｡ストウ

ルルソンに関する伝記的研究や ｢ェギルのサガ｣

の校訂のように,現在でも参照される業績を残し

た彼は,1942年に『アイスランド文化』を上梓し

た 38. 作家としての作品も公としていたノルダル

は,過去と現在を往還するその叙述の中で,現代

アイスランドの文化的背骨-と繋がる文学的源

泉として中世のサガを位置づける.ややもすると

テクス ト-の言及を欠く歴史哲学的な議論-と

流れる危険性はあるが,アイスランドというコン

テクストの中にサガ文学を置き直したことは,ゲ

ルマンという枠組みでアイスランドの史料群-

接近した ドイツとの対比においても注目すべき

である.もちろん,アイスランドが 1944年にデ

ンマークからの独立を果たしたという背景を考
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えれば,ノルダルの著作をアイスランド¢ナショ

ナリズムと結びつけ,アイスランドでの熱狂的な

受容を理解することは容易い.なおノルダルは,

アイスランド大学の終身教授となる一方で,1951

年から 57年まで在デンマーク｡アイスランド大

使職を務めている.他方,ノルダルの中世アイス

ランド理解が江湖に受け入れられる一方で,アイ

スランドにおいても国制史的なアプローチを採

る研究者がいたことも指摘しておきたい.代表的

な人物は,コンラート｡マウラーやヴィルヒヤル

ムル ｡フィンセンの成果を承けたアイスランド大

学法学部教授オーラヴル ｡ラウルッソン (dlaRIr

Larusson)であり,彼は幾つかの著作をまとめる

ともに,『北欧中世文化史事典』のアイスランド

法関係の項目にも多数寄稿している39.

その後,アイスランド内で培われた中世文学と

国制史双方の成果を吸収し,最も注目すべき成果

を残したのは,ヨーンBヨーハンネスソン (J6n

J6hannesson,1909-57)である.彼の手になる 『古

アイスランド共和国史』(1956)は40,現在なお中

世アイスランド研究において参照される通史で

あるが,ノルウェー語訳されることによってスカ

ンディナヴィアの学界で,さらに英訳されること

で世界の中世史家の間で 41,容易に入手されるよ

うになった.｢植民の書｣の写本系譜研究によっ

て学位を取得した著者は42,｢ストウルルンガ ｡サ

ガ｣の校訂も手がけており43,その個別研究の成

果は,アイスランド自由国解体期までの政治,国

刺,経済,宗教,文化を過不足無く扱った本書の

中に遺憾なく発揮されている.

以上述べてきたアイスランド研究者によるア

イスランド史叙述の中に共通する基調要素が 2

つある.1つは,アイスランドを,支配被支配関

係の見られない自由農民による平等主義的な共

和国として描き出している点であり,もう 1つ

は,1262年以降のノルウェー王権による支配時期

を,それ以前の ｢自由国/共和国｣と対比して没

落の時代と価値判断している点である.この2つ

の要素は,中世アイスランド史を他のヨーロッパ

地域とは異なる特殊な空間とし,多くの研究者の

関心を集める一方で,地域間比較や交渉史的アプ

ローチにとって高い隔壁となっていた点は銘記

しておきたい.
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(3)転換点としての人類学的アプローチ

1980年代,従来のアイスランド研究を一変させ

る一連の研究があらわれる.いずれも通常の文献

学的歴史学とはことなり,文化人類学という相対

的に新しいディシプリンを十二分に吸収した成

果である.アプローチの異なる代表的な研究者

を,3人挙げておこう.

1人はコペンハーゲン大学のキアステン｡ハス

トロップ (KirstenHastrup,1942-)である･オッ

クスフォー ド大学とコペンハーゲン大学で博士

号を取得したハストロップは,『中世アイスラン

ドにおける文化と歴史』(1985),『アイスランドに

おける自然と政策 1400-1800』(1990),『分かたれ
た場所』(1998)というアイスランドをフィール

ドとした一連の著作を通じて,その後のアイスラ

ンド研究に大きな影響を与えた44.彼女は,文献

史料に加えて豊富な現地調査から得たデータを

用いて前近代北欧世界の祖景としてのアイスラ

ンドの再構成を目指した.文献の精査を欠く彼女

の方法論に対する疑間もなくはないが,従来の文

献学的アプローチでは明らかにしえなかったア

イスランド社会の構造的特徴,とりわけ牧畜社会

としてのアイスランドの生活パターンとそこか

ら派生するメンタリティを引き出したという点

ではエポック｡メイキングな研究である45･

2人目は,カリフォルニア大学バークレー校の

ジェス ｡バイヨツク (JesseL.Byock,1945-)であ

る.おそらく現在最も著名なアイスランド研究者

の一人であるバイヨツクは,1978年にハーグァ-

ド大学のテオドール ｡アンダーソンのもとで博士

論文を仕上げるまで,ソルボンヌ,アイスランド,

ルンドで学んだ.邦訳もされた 『アイスランド｡

サガにおけるフェ-デ』(1982)では,様々な類

型のサガに見える紛争解決の諸場面に目を向け,

アイスランド社会に想像以上に広がっていたフェ-

デ (血管)という行為の機能を明らかとした 46･ そ

の後執筆された 『中世アイスランド』(1988)で

は,｢ストウルルンガ ｡サガ｣からの史料知見を

中心に据え,したがって 13世紀を中心とする中

世アイスランド社会の様々な側面を,具体例を挙

げながら解説する47.著者の最近作である 『ヴァ

イキング時代アイスランド』(2001)は,ヨーハ

ンネスソンの著作と同じく,移民時代からノルウ

併合までを扱う通史である48･

3人日払 ミシガン｡ロースクールのウイリア

ム十イアン｡ミラーである･彼は,文献学者テオ

ドール ･アンダーソンの指導により博士号を取得

し,『血管と平和創生』(1990)を刊行した 49･ バ

ィヨツクと同様,｢アイスランド人のサガ｣とい

う史料類型に見えるフェ-デに注目し,国家とい

う｢公的な｣強制力を持たない空間において,｢名
誉｣や ｢気前のよさ｣といった価値を重視する｢私

的な｣社会関係がいかにしてアイスランドの社会

秩序を維持していたのかを分析する.同僚であっ

たステイ-ヴン｡ホワイトから大きな影響を受け

ており,近年活況を呈する紛争解決研究のアイス

ランド版といえる50.

上記 3着には共通点が2点ある.1つは,従来

の歴史研究では及び腰であったサガを積極的に

利用している点である.その際,そこに書かれて

いる出来事がフィクションかノンフィクション

かという択一的な問いを立てるのではなく,その

サガが書かれた時代の価値観やメンタリティが

反映された史料として,掬いあげるのである･も

う 1つは,アイスランド社会を編年的にではな

く,構造的に捉えようとする視点である･もちろ

ん,構造アプローチはややもすると歴史の経年変

化を捨象してしまうという問題点もあるが,これ

によって他地域との比較可能性は一段と高まっ

たと言える.

4.近年の展開

以上述べたように,文化人類学による知見を十

分に吸収した中世アイスランド研究は,とりわけ

英米圏において注目を集めることになる･英米圏

において北欧中世史といえば,それは殆どアイス

ランド史と同義であるという,いささかいびつな

状況を現出せしめたという点は留意しなければ

ならないが,英語文献が横溢することにより中世

アイスランド研究-の敷居は格段に低くならた･

日本におけるアイスランド研究受容もこの文化

人類学的研究の興隆と軌を一つにしており,バイ

ヨツク等いまなお導き手となる重要な文献の翻

訳もあらわれたし,｢エツダ｣や ｢アイスランド

人のサガ｣に代表される重要な中世アイスランド

文献の原典からの翻訳もやはり1970年代後半以



降に集中している51.とはいえ,世紀転換期をむ

かえ,欧米では新しいタイプの中世アイスランド

研究が陸続と公刊されるようになった.本節で

は,そういった近年の研究の一端を大まかに5つ

に分けて整理するとともに,最後に日本における

中世アイスランド研究の歩みを簡単に振 り返っ

てみたい.

(1)｢自由国｣像の相対化
既に確認したことであるが,20世紀における中

世アイスランド研究は,それが編年継起と社会構

造を重視する立場を選択した場合,1262/64年の

ノルウェーによる併合以前の時代を対象とする

ことが暗黙の了解であったように思える.

しかしここにきて,従来の ｢自由国｣像の足元

を切り崩すような研究が,私たちの手元に届けら

れている.最も明瞭に ｢自由国｣像の再検討を迫

ったのは,オスロ大学のヨーン｡ヴィザル ｡シグ

ルズソンであろう.彼の博士論文に基づいた 『ア

イスランド共和国における首長と権力』(1999)

は,実に豊かな内容を持つ研究であるが,そこで

は ｢平等主義的な自由農民像｣のかわりに,階層

化された諸集団から構成される社会を想定して

いる52.シグルズソンの主張は,必ずしも新奇な

ものではなく,彼以前の研究者もある程度は意識

していた事実ではあるが,平等主義的イデオロギ

ーと相反する階層化社会という社会像を明確に

提示した功績はシグルズソンに帰せねばならな

い,シグルズソンと同様に ｢自由国｣時代のアイ

スランドに階層化された権力構造を見るのは,イ

ギリスの若手研究者クリス ｡カーロウである.彼

は ｢中世アイスランドにおける過去の再構成｣と

いう近稿で,｢ラックス谷のサガ｣を材料とする

ことにより,アイスランドの在地有力者が家門系

譜を利用しながら地域で優位な立場を得るその

過程を実証している53.

(2)中世後期への注目

アイスランド中世史の研究の多くが ｢自由国｣

時代に限定されていたのは,そこに ｢自由国｣に

対する懐古的な集団記憶が関わっていたからで

あることは確かである.しかしながら他方で,史

料上の問題があったことも指摘しておかねばな
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らない.つまり,従来のアイスランド研究の根本

史料となっていた内容豊かな ｢アイスランド人の

サガ｣,｢国王サガ｣,｢同時代のサガ｣は 13世紀
をもって姿を消すため,それ以降の歴史に接近す

る場合には ｢司教サガ｣,編年誌,ノルウェー側

に残る行政文書や書簡に頼らざるを得ないので

ある.

従来も中世後期のアイスランド史に関する研

究は皆無というわけではなく,既に 20世紀半ば

の段階で,アイスランド大学のヨーン｡ヨーハン

ネスソンは中世後期に関わる論文を複数発表し

ていたし54,1974年以来公刊を続けてきたシグル

ズル ｡リンダル編 『アイスランド史』の第3巻か

ら第 5巻は 55,現在最も詳細な中世後期のアイス

ランド像を提示している.とりわけアイスランド

大学のビョーン｡ソーステインソンが,第4巻で

はノルウェーとの関係を,第5巻ではブリテン諸

島との関係を論じている点は特筆に価しよう.し

かしながら,このアイスランドの歴史家たちがあ

くまで国史としてのアイスランドという枠を堅

持しているのに対し,近年のノルウェー史家は,

ノルウェーの支配圏内におけるアイスランドと

いう視点で中世後期のアイスランドを論じるよ

うになってきた.クヌート｡-ツレやスタイナ-ル

｡イムセンは国制史的観点からアイスランドに列な

る北大西洋島喚とノルウェーの関係に按近し56,

ヨーン･ヴィザル･シグルズソンは ｢アイスランド

とニダロス｣(2003)という充実した論文によっ

て教会史の文脈を整理している57.しかしながら

最も注目すべきは,本稿に続いてその内容が詳し

く論じられるであろうパ トリシア ｡ボウリョ-サ

『アイスランド人とノルウェー王』(2005)58とラ

ンディ｡ヴェアダール 『ノルウェー王国とその収

税地』(2006)59という2つの学位論文である.こ

の2人の若手女性研究者の作業によって,従来外

部世界と隔絶していたかのように扱われてきた

アイスランド史を,ノルウェー史との関連において

再考する手掛かりを私たちは得たことになる60.

(3)歴史史料としてのアイスランド文献

史料面についての研究も進展している.既に述

べたように,エツダ,スカル ド,サガには膨大な

文献学的研究の蓄積があり,各テクストのヒスト
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リオグラフイだけで 1冊の研究書ができあがっ

てしまうほどである61.それは,エツダにせよス

カルドにせよサガにせよ,いずれも後世の写本の

中に採録されたかたちでしか現在に伝来してお

らず,成立当初のナマの姿を再現することが困難

であったからである.もちろん,テクストの校訂,

写本の系譜関係の確定,成立年代の推定といった

基礎的作業は今後とも継続してゆかねばならな

いが,近年は旧来とは異なる問題関心から各テク

ストに接近する研究が現れている点を指摘して

おかねばならない.

スカルド詩研究は,近年急速な展開を遂げてい

る.最も顕著な成果は,2008年以降順次刊行され

る 『中世スカンディナヴィアにおけるスカル ド

詩』という,フィンヌル ｡ヨーンソンのそれに取

って代わる全スカル ド詩の校訂版である62. 英語

の対訳も予定されており,この基礎作業が完成し

た暁には難解をもって聞こえたスカル ド詩-の

接近が格段に容易となるだろう,しかしながら最

近目を引く研究は,そのスカルド詩が利用された

コンテクストに関わる研究である.2人の名前を

挙げておきたい.一方はグズルーン ･ノルダル

『リテラシーの道具 12･13世紀アイスランド｡

テクスト文化におけるスカルド詩の役割』(2001)

である63. 彼女は従来の研究の多くがそうであっ

たように,ヴァイキング文化の精華の一つとして

のスカルド詩ではなく,ある程度成熟した 12世

紀以降のアイスランドという社会においてスカ

ルド詩が果たした役割に注目する.サガばかりが

注目される盛期中世アイスランド文化空間の中

で,スノッリのエツダや ｢アイスランド文法書｣

との関係において韻文の果たした役割を評価し

ようとする本書は,これまで知られることの無か

ったアイスランド中世文化の一側面を明らかに

しつつあると言えるだろう.もう一方は,マシュ

ー ｡タウネンドによる一連の論文である64. いず

れも,スカルド詩というテクストそのものという

よりも,そのスカル ド詩が利用されたコンテクス

トを再現し,テクストの持った意味を明らかにし

ようとの試みである.ヴァイキング時代のスカル

ド詩の多くは王侯の事績を顕彰する顕彰詩であ

り,王侯の宮廷で繰り返し朗唱されたはずであ

る.しかしながらこれらスカルド詩は,本来のコ

ンテクストと切り離された状態で,後世のサガを

はじめとする別のテクストに組み込まれて現在

に伝来しているものが殆どである.そのような点

を考慮するならば,コンテクストを再現すること

によって,従来解釈の難しかったテクストの意味

を確定することにも近づく.

他方,サガ研究においても,近年ではそのテク

ストが生産されるコンテクスト-の関心が深ま

っているように患える65. アメリカにおけるサガ

研究の第一人者であるテオドール･アンダーソン

はある書評論文において,近年公刊された5つの

サガ研究をとりあげ,そこにコンテクストに対す

る関心をみる 66. 更に彼の近著は,1180年から

1280年という｢アイスランド人のサガ｣形成にと

ってもっとも重要な時期において,サガの中で語

られるテーマ,つまり読者に対して強調されるべ

き価値が,あるサガから別のサガ-継受される過

程でいかに変容していくのかを論じている67.対

象とされるテクストの出発点は ｢オーラヴ｡トリ

ュッグヴァソンのサガ｣つまり ｢王のサガ｣であ

り,終着点は ｢ニヤールのサガ｣つまり ｢アイス

ランド人のサガ｣である.内容に従った従来のサ

ガ分類の枠を超える作業であり,テクスト生成論

的な観点からも興味深い.近年の成果をもう1つ

あげておこう.エリザベス ｡ローウェ 『フラート

島本の展開,アイスランド,1389年におけるノル

ウェー王朝の危機』(2005)は,中世アイスラン

ド写本の中で屈指の美しさを誇る ｢フラー ト島

本｣を対象とした研究であるが,その写本の生成

過程を,同時代の歴史経過というコンテクストの

中に位置づけようとする試みである68.｢フラート

島本｣という-写本そのものが文献学以外で研究

対象となることは珍しいが,写本文化はアイスラ

ンド中世社会を特徴づける一つの局域であり,今

後注目されて良い分野であろう.

また,ここにきて法史料の研究も再度注目を集

めている.以前とは異なり,ゲルマン法との関連

ということではなく,純粋に盛期中世におけるア

イスランドのコンテクストの中で理解しようと

する点に留意したい.近年公刊されたグンナ一･

カールソンのアイスランド国制にかかわる大著

は,グラーガ-スを十分に利用した成果の1つで

ある69. また,諸法のテクスト公刊も進み,21世



紀に入ってグラーガ-ス,ヤールンシーザ,ヨー

ンスポークのいずれも新しい校訂版が用意され

た 70. アイスランド諸法が,アイスランド歴史社

会を読み解くための豊かな内容をもっているこ

とは学界の共通了解でありながら,その内容に鰍

を入れた研究は実は極めて少ない.アイスランド

法研究はこれから開拓されるべき分野である.

(4)中世考古学と自然科学

中世研究全体の流れに乗るかのように,近年ア

イスランドでも中世考古学が注目されつつある

71.その中心的な担い手となっているのは,アイ

スランド大学のオッリ･ヴェ-ステインソンであ

り,彼はロンドン大学に提出した博士論文を公刊

する前後から72,現地アイスランドでの中世農場

の発掘に関する報告書とその分析成果を精力的

に刊行している73. 文献史学も十分に吸収した彼

のフィール ドは基本的にアイスランドに限定さ

れ,しばしば同じ考古学者であるアドルフ｡フリ

ズリクソンとともに報告書を作成している.しか

しながら一方で,グリーンランドまで視野におさ

めた考古学者であるクリスチャン･ケラーや トマ

ス ｡マックガヴァ-ンらとの共同研究も進めてお

り,北大西洋世界に広がるノルウェー系スカンデ

イナヴィア人の定住地域全体の社会構造の復元

を進めている74. 主として農場跡の発掘であるこ

のようなフィール ド調査は,内容豊かなサガ史料

群に恵まれない植民期や中世後期に関してはも

ちろんのこと,サガ史料における文学表象と現実

の生活世界とのズレを明らかとするという点に

おいて,今後とも歴史学に大きな寄与をすること

が予想される.このような考古学者からの問いか

けに対する歴史学からの回答の一つが,ウェンデ

イ｡デーヴイスの編纂した 『中世における人間と

空間』(2006)に収録された,ビルナ ･ラクルス

ドッテイル ｢定住の組織化と廃村｣,クリス ｡カ

ーロウ ｢中世北部アイスランドにおける地理,共

同体,社会政治組織｣,オッリ｡ヴェ-ステイン

ソン ｢10世紀から13世紀アイスランドの基礎レ

ベルにおける散居共同体｣という3本の論文であ

る75. この論文集は,同時代の文献史料だけでは

なく,後世の地籍資料や研究者自身による実測調

査もあわせて,中世における共同体の生活空間の
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再現を図ることにある.かつてマルク･ブロック

が 『フランス農村史の基本性格』で試みた手法と

重なるものであり,社会経済史史料の少ないアイ

スランド研究に今後とるべき一つの道筋を与え

ているように思われる76.

以上は定住考古学的観点からの研究であるが,

動物考古学からの寄与も紹介しておきたい.動物

考古学そのものは既にかなりの研究者を抱え,中

世考古学において不可欠の分野となっているが,

近年大きな歴史過程の中にその成果を反映させ

る研究者が現れてきた.ソフィア｡ベルディカリ

スらによる近稿は,アイスランドを含んだ北大西

洋世界で発掘される動物の遺骨データを統計的

に処理し,基幹産業としてタラ漁を選択したアイ

スランドとセイウチ漁を選択したグリーンラン

ドとのその後の歴史的経過と関連付けている77.

もちろん,諸要因が複合して進路を決定付ける歴

史過程を下部構造だけで判断することには慎重

になるべきであるが,文献史料では得がたいデー

タだけに,大いに注目すべきである.いずれにせ

よ,アイスランドにおける生態学的構造は,それ

が大陸ヨーロッパと比べてかなりの程度住民の

生活を規定しているということを考えれば,今後

とも注目しておくべき論点となるだろう.

もう1つ,ここで触れておくべき興味深い業績

を紹介しておきたい.それは,A･-ルガソンら

のDNA研究の成果である.-ルガソンはアイス

ランド大学人類学科に籍を置く遺伝学者である

が,彼は現代アイスランド人のDNAを調査する

ことにより,男性はスカンディナヴィア系との共

通要素が多いのに対し,女性はグール系,つまり

アイルランドやスコットランドといった ｢ケル ト

周縁｣ との共通要素が多いことを立証した78.こ

れは一部文献史学においても旧来より提示され

ていた説であったが 79,自然科学側からの追認も

得られたことになる.アイスランドはノルウェー

からの移民によって形成されたという｢定説｣は,

-ルガソンらの研究によって,留保をせまられつ

つある.

(5)受容史とヒストリオグラフイ

宗教改革の到来でカ トリック世界が崩壊する

ことによって,アイスランドの中世は終鳶を迎え
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る. しかしながら ｢中世アイスランド｣ という遺

産は近代に入って再発見され,アイスランドの地

域アイデンティティの増幅に一役買うことにな

る.こうした｢中世アイスランド｣の受容現象は,

近年急速に関心を集めている80.

1つは写本伝承の歴史である.これはすでに西

洋古典学において 1つの確立した研究分野とな

っており81,アイスランドにおいても近代以降の

写本伝承そのものであれば,たとえば諸刊本の冒

頭をみればわかるように,既に相当の蓄積があ

る.しかしながら近年は.,この伝承史に見え隠れ

する諸事実を,学問史,社会史,政治史といった

観点から読み解く研究が増えている.アイスラン

ド写本研究の立役者は,コペンハーゲン大学教授

であり,のちその名を冠した研究所が設立される

アルニ ｡マグヌッソンである.彼の人物や業績に

関する研究は以前よりあることにはあったが,い

まや写本史の専門家による包括的な伝記も手に

入るようになった 82.また,｢王室写本｣に代表さ
れるアイスランド写本群がデンマーク政府から

アイスランド政府に返還される過程を詳細に追

ったグズルーン･ダヴィ-ズドッテイル 『写本の

サガ』は,アイスランド写本がアイスランド｡デ

ンマーク関係史を考える上で必須の道具立てで

あることが理解される83,

もう1つは,アイスランド文献の翻訳とモチー

フ仮借の歴史である,とりわけ文芸的要素の強い

｢アイスランド人のサガ｣は,近代以降一個の個

性ある中世文学作品として,各国語に翻訳されて

きた.各国の文学空間におけるそれぞれの位置に

ついては,ドイツについてはユリア ｡ツェルナッ

クが84,スウェーデンについてはアンナ ｡ワレッ

テが85,イギリスについてはジョン｡ケネディが 86,

詳細に追跡している.｢ニヤールのサガ｣ という

アイスランド｡サガの一つの作品に限定して,令

国の翻訳とその受容者のイデオロギー反映を論

じたのは,ヨーン･カール ･-ルガソンの研究で

ある87. また,こうした近代語-の翻訳は,とり

わけロマン主義時代の作家や批評家に深甚な影

響をあたえたが,その系譜学についても少なから

ぬ研究を手にすることができる8g.

サガ文学は以前よりアイスランド黄金時代の

成果であるとの認識がある.それがロマン主義の

勃興を背景としてアイスランド人の愛郷意識,ひ

いてはデンマークからの独立-とつながる愛国

意識と結びついていたことを指摘するのは,ジェ

ス Bバイヨツクやグンナ一 ｡カールソンの研究で

ある89. とりわけ,バイヨツクの論考 ｢近代のナ

ショナリズムと中世のサガ｣は,サガに焦点を絞

っているという点で注目に値する90. これらの研

究は,近代アイスランドという枠組みの内部にお

けるアイスランド文献の受容を論じるが,他方

で,｢原ゲルマン｣観念につながる ｢アイスラン

ド的なるもの｣の表象としてのアイスランド･テ

クス ト群-の関心は,近代 ドイツ語圏における

｢民族精神 volksgeist｣との関係において,種々

の刻印を残した.｢エツダ｣を扱ったクラウス ｡

ベル ドルに作品に関しては後ほど詳しい紹介がな

されるが91,それに加えて,とりわけリヒヤルト｡

ワグナーの歌劇 ｢ニーベルンゲンの指輪｣と92,ナ

チス｡ドイツによる ｢ゲルマン性 Gemanentum｣に

研究が集中している.とりわけ後者に関しては,

邦訳もあるジョージ･モツセの基本書に加え93,ク

ラウス｡フォン･ゼ一による,執掬といってもよい

一連の研究を手にすることができる94. 宗教学の

展開との関連から同じテーマを扱った深滞英隆

の近著も注目に値しよう95.

(6)グンナ-｡カールソン 『アイスランドの1100

年』(2000)96

以上述べてきたように,アイスランド本国にお

いても,また欧米諸国においても,アイスランド

中世史をめぐる研究状況は新しい段階を迎えて

いる.このような中にあって,アイスランド大学

教授グンナ一･カールソンが近年公とした通史に

ついて触れておきたい.

『アイスランドの1100年』と表題された英語に

よるこの個人通史は,植民期から20世紀にいた

るまでのアイスランドの歩みを 400頁に収めて

いる.カールソンの名前は既に何度も触れている

が,文献学的作業を残す一方で,中世から近代ま

での,主として国制に関わる問題を広く扱う,現

代アイスランドを代表する歴史家である.全体

は,第1部 ｢植民と共和国 C.870-1262｣,第2部

｢他者の支配の下で 1262-C.1800｣,第3部 ｢初期

社会が国家を建設する 1809-1918｣,第 4部 ｢20



世紀の大変容｣の4部に分かれている.図版も多

く,バランスのよい通史であるが,本稿との関連

において注目すべきは,第 2部にかなりの枚数

(87-192頁)が割かれている点である.既に述べ

たように,ノルウェーの支配にはじまるこの時代

は,史料の貧しさと国民感情とが相乗すること

で,これまで研究が手薄であった時代である.し

かしながら本書では,カールソン自身が進めた個

別研究の成果を岨曝して,ノルウェー王権やイギ

リス商人という外部勢力との関係の中で,極めて

冷静に中世後期のアイスランド社会を描出して

いる97.2000年に出版ということもあって,前述

した近年の研究成果は必ずしも反映されている

わけではないが,一定の分量をもって中世後期の

アイスランド像をわれわれに伝えるほぼ唯一の

個人通史である.定評あるヨーン｡ヨーハンネス

ソンの概論と併せて,まず参考にすべき作品であ

ろう98.

(7)日本における中世アイスランド研究

最後に,ごく簡単ながら,日本におけるアイス

ランド研究の歩みを概観しておこう.

日本におけるアイスランド中世世界の紹介は,

明治にさかのぼる.文部省の依頼により実作麟祥

が中心となって進めた ｢チャンブルの百科全書｣

という企画の中には,薗鑑訳『北欧鬼神誌』(1878)

として ｢エツダ｣の梗概が収められていたし,小

泉八雲が東京帝国大学英文科でおこなった講義

(1896-1903)では ｢アイスランド｡サガ｣が紹介

された 99.その後も,松村武雄の比較神話学 100,

増田四郎の中世経済史,松下正雄の比較文学 101

などにおいて,アイスランドまたはそこに繋がる

古ゲルマン世界-言及されることは散発的なが

らあったが,この段階ではまだアイスランド社会

全体を視野に入れたアイスランド研究の体をな

していたわけではない.

アイスランド中世の特異性とその深淵を広く

認知させたのは,山室静 (1906-2000)である.『近
代文学』同人であった山室は,児童文学とのかか

わりでアンデルセン,トーベ ｡ヤンソン,アスト

リド｡リンドグレンといった北欧文学の紹介や翻

訳の筆をとっており,その延長線上で中世アイス

ランド世界にも関心を持ったようである.彼はか
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ならずLもアイスランド語を習得したわけでは

なかったが,『アイスランド 歴史と文学』(1963)
は,′日本におけるアイスランド世界の平明な紹介

として,広く読書界に受け入れられた 102.1974

年には,短編サガの翻訳集成である 『赤毛のエリ

ク記 古代北欧サガ集』も上梓している 103

他方,学術的なレベルでの中世アイスランド文

学の紹介につとめたのは,谷口幸男 (1923-)であ

る.本来 ドイツ中世文学を専攻していた谷口は,

キール大学-の留学を境に,アイスランド中世文

学の研究-と転換した.この分野における谷口の

最大の業績は,『ェッダ』(1974)と 『アイスラン
ド｡サガ』(1979)というアイスランド中世文学

を代表する作品を原典から翻訳したことにある104.

その後,1981年には学術団体である日本アイスラ

ンド研究会 (現在は日本アイスランド学会)が創

設され,谷口はその初代会長を務めた 105.その後,

この学会のメンバーが中心となり,中世アイスラ

ンド文学の翻訳を進めると同時に,各人による個

別研究も主として専門誌や紀要に掲載されるよ

うになった106.訳業の中では特に,菅原邦城によ

る 『盛女の予言』と 『ヴォルスンガ ･サガ』 107,

そして学会員の協力による 『サガ選集』と 『アイ

スランド｡サガ 中編集』というアンソロジーを

挙げておきたい.

さて,歴史学の立場から,中世アイスランド研

究を精力的に進めたのは熊野聴 (1940-)である.

すでに堀米庸三もエッセイでアイスランド研究

の重要性を指摘はしていたが,研究書や史料-の

アプローチの問題もあって,まだ研究という段階

には達していなかった 108.一橋大学の増田四郎の

もとで研究をはじめた熊野は,ヴァイキング時代

の商業史に関するいくつかの手堅い論文を公表

した後,中世アイスランド研究-と転換した.『共
同体と国家の理論』というリジッドな理論書で得

た枠組みと109,幾つかの類型のサガや『植民の書』

という歴史史料を利用して,アイスランド国家形

成に関する論考を専門誌上に掲載した.学位請求

論文である『北欧初期社会の研究 ゲルマン的共

同体と国家』(1986)に収録された,第 2章 ｢ア

イスランド植民と土地所有｣(初出 1969)と第 3

章 ｢初期アイスランド社会の秩序と機構｣(初出

1975)は,日本で初めてといってもよい初期アイ
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スランド社会の本格的研究である110.1983年に,

一般向けに執筆された 『北の農民ヴァイキング』

は,｢農民ヴァイキング｣という,ノルウェー史

学内では比較的なじみがありながら,その他のヨ

ーロッパ諸国では必ずしも認知されていなかっ

たヴァイキング生活の一側面を,やはりアイスラ

ンドの史料を用いながら再現している111.熊野の

その後の研究では,グレーヴィチが追求した贈与

概念をキーワードに,バイヨツクやミラーといっ

た多分に文化人類学的な視点を導入したアイス

ランド研究の成果を取りメれ,｢アイスランド人

のサガ｣の世界のマイクロヒストリーに集中して

いる112

6.書評対象文献の紹介

以上,細かい論点に触れることなく,駆け足で

19世紀後半以来の中世アイスランド史研究を辿

ってきた.当然のことながら,以上の道筋は筆者

の関心と経験に従ったものであり,必ずしも全て

の研究者の合意を得ることができるものではな

いだろう.それは承知の上でのスケッチである.

最後となったが,本特集の書評対象文献を紹介

しておきたい.ローリ･マクタ-ク編 『古ノル ド

語 ･アイスランド語文学と文化のためのコンパニ

オン』(2005),パトリシア｡ピレス ･ボウリョ-ザ

『アイスランド人とノルウェー王』(2005),ランデ

イ･ビョスホル ･ヴェアダール 『ノルウェー王国

とその収税地』(2006),クラウス ･ベル ドル『ェッ

ダの神話』(2000)の 4冊である.論点を定めた

l なお,以下の叙述においては,アイスランド

史学史に関わる次の文献を利用した.アイス

ランド史全体に関しては,Ingi Sigur8rsson,

I'slenzksag7炉α∂ifrdmi∂ri19.∂ldtitmi∂rar20.

aldar.Reykjavik1986;ld.,TheProfessionalization

ofIcelandicHistoricalWriting,in:F.Meyer&J.

E.Myhre(eds.),NordicHistoriographyinthe

20th Century.Oslo 2000,p.149-63;LoRur

Guttormsson,TheBreakthroughofSocialHistory

in Icelandic Historiography,in:Nordic

mstoriographyinthe20thCentury.Oslo2000,p.

注

詳細な紹介は各評に譲るが,全体としての意図を

述べておきたい.小津による『コンパニオン』は,

中世アイスランド文学と文化の接点を探る手引

き,松本涼による『アイスランド人とノルウェー

王』は,アイスランドとノルウェーの関係を･論じ

る際にしばしば言及はされるものの,ながらく本

格的な検討対象となっていなかったいくつかの

法史料を,写本レベルからいわば史料論的に再解

釈しなおした博士論文,成川岳大による『ノルウ

ェー王国とその収税地』は,アイスランドも含め

た北大西洋に連なる島々をノルウェーの収税地

として位置づけ,ノルウェー史の中でアイスラン

ドの位置を相対化しようと試みた,これもまた博

士論文である.中丸禎子による 『ェッダの神話』

は,前記3文献とは異なり,中世アイスランドの

歴史的事象を直接の対象とするのではなく,中世

アイスランドのイメージを一手に引き受けてい

た ｢エツダ｣の,ロマン主義時代における受容を

扱う.既に確認したように,手引き,史料論,秤

組みの問い直し,後世における受容史は,いずれ

も近年における歴史学全体の動向に樟差してお

り,そういった意味においては,他のヨーロッパ

諸国と比べてやや孤立感のあったアイスランド

研究も,ヨーロッパの研究潮流の中に組み込まれ

つつあるという印象をうける.

なお最後に,成川岳大による文献目録を添付す

る.紙幅の関係もあり,決して網羅的なものでは

なく,中世アイスランド史研究の導入としての役

割を果たすものを選択している.
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(eds.),VikingRevaluations.London1993,p.
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mi8aldir魚･amum1300,Saga38(2000),S.33-57;

ld.,Noenhovedtrekkidiskusjonenomislandske

middelaldersamfunnet etter 1970,Collegium



Medievale18(2005),S.106-43;ld.,Tendenciesin
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｢聖人伝｣,｢(偽)歴史翻訳｣まで含めることも
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9 H･Gering,VollstdndigesWbrterbuchzuden
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り,そq)"予想が現実のものとなった.なお,｢王
室写本｣は,骨ぢくコペンハーゲンの王立図書

館に所蔵されていたが,1971年にアイスランド
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ju.Skdlholtsbdk.KgbenhavnI883.
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め,アイスランド人からは受け入れられなかっ

た,とされる.校訂版は,dlafu r Halld6rsson

(red.),Jjnsbdk.Kong Magnus Hakonssons
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